
8広報ひの

し
ゃ
れ
た
ジ
ャ
ズ
の
響
き

　
　

月　

日
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
５
（
ク
イ
ン
テ
ッ

１０

１３

ト
）
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

国
内
の
若
手
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
歌
手

で
、
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ー
ン
奏
者
で
も
あ

る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
さ
ん
が
日
野
町
で
公
演
す
る

の
は
３
年
ぶ
り
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
さ
ん
は
コ
ン

サ
ー
ト
の
中
で
「
３
年
ぶ
り
に
日
野
町
に
、

こ
の
ホ
ー
ル
に
帰
っ
て
来
れ
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
、
ピ
ア
ノ
、
ド
ラ
ム
な
ど
４

人
の
メ
ン
バ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心

に
し
た
十
数
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ー
ン
は
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
に
似
た
管
楽
器
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
さ

ん
は
歌
の
合
間
に
演
奏
を
披
露
、
甘
い
歌

声
と
と
も
に
柔
ら
か
な
ホ
ー
ン
の
音
色
を

聴
か
せ
ま
し
た
。　

　

会
場
に
は
、
人
気
の
高
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
さ

ん
の
公
演
と
あ
っ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
、

ジ
ャ
ズ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

優しい歌声のＴＯＫＵさん

メンバーと息の合った演奏

ま
ち
の
活
動
の
集
大
成

　

町
内
の
事
業
所
や
町
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

ま
ち
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
第　

回
生
き
い
き

２８

「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）」
が
、　

月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

１０

２９

３０

役
場
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
展
示
、
即
売
、
芸
能

の
３
つ
の
部
門
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
展
示

部
門
に
は
、
写
真
や
絵
画
、
盆
栽
な
ど　

団
２３

体
の
作
品
が
開
発
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
場
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
即
売
部
門
で

は
、
農
林
水
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
即
売
、

バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
マ
ツ
タ
ケ
が
当
た

る
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
休
日
の
家
族
連
れ

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芸
能
部
門
で

は
、
根
雨
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
を
は
じ
め
、

コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
や
演
劇
な
ど　

団
体
が

１０

出
演
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
出
店
者
な

ど　

団
体
か
ら
の
賞
品
約
１
５
０
本
が
来
場

２２
者
に
抽
選
で
当
た
り
ま
し
た
。

絵画・手芸など力作ぞろい（展示部門）

黒坂水産振興組合によるアユの塩焼き（即売部門）
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組
の
お
し
ど
り
夫
婦
に
記
念
品

２７
　

今
年
結
婚　

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
町

５０

内
の
夫
婦
に
、　

月
９
日
、
ま
ち
か
ら
金

１１

婚
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

の
該
当
は
、
昭
和　

年
中
に
婚
姻
届
を
出

３０

さ
れ
た
、
次
の　

組
の
夫
婦
で
す
。

２７

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

渡
辺　
　

治
・
幸
子
（
根
雨
）

若
林　
　

勲
・
八
重
子
（
根
雨
）

行
田　
　

薫
・
八
重
子
（
根
雨
）

加
藤　

岸
夫
・
雅
子
（
根
雨
）

稲
田　
　

俶
・
輝
伃
子
（
根
雨
）

松
田　

泰
彦
・
恵
美
子
（
根
雨
）

生
田　

昭
光
・
登
志
子
（
根
雨
）

福
原　

好
文
・
み
ゆ
き
（
貝
原
）

中
田　
　

将
・
香
代
子
（
金
持
）

鷲
見　

博
道
・
清
子
（
高
尾
）

松
本　
　

章
・
艶
子
（
秋
縄
）

柴
田　

要
三
・
ス
ガ
子
（
秋
縄
）

佐
々
木
幸
男
・
高
子
（
舟
場
）

綿　
　

博
文
・
延
子
（
舟
場
）

松
原　

勝
視
・
幸
枝
（
津
地
）

生
田　

和
幸
・
清
子
（
本
郷
）

生
田　
　

一
・
桂
子
（
別
所
）

遠
藤　
　

均
・
俊
子
（
榎
市
）

遠
藤　

好
美
・
芙
美
子
（
榎
市
）

梅
林　

敏
樹
・
律
子
（
下
黒
坂
）

梅
林　

延
也
・
明
子
（
下
黒
坂
）

梅
林　

薫
治
・
綾
子
（
黒
坂
）

生
田　

治
美
・
典
子
（
黒
坂
）

藤
沢　

利
治
・
峰
子
（
黒
坂
）

住
田　

一
馬
・
静
枝
（
小
河
内
）

稲
田　

敏
幸
・
久
子
（
上
菅
）

三
上　
　

正
・
貞
子
（
福
長
）

青
空
の
下
、
地
域
が
ひ
と
つ
に
　

真
住
地
区
住
民
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

真
住
運
動
会
が
、　

月　

日
、
町
青
年
の
家

１０

３０

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
真
住

地
区
住
民
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
濁
谷
地
区
、
門
谷
地
区
、
秋
縄
・

三
土
地
区
の
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
水
入

れ
競
争
、
花
吹
雪
、
綱
引
き
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
が
続
出
す

る
中
、
熱
戦
の
末
、
門
谷
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　

運
動
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
住

民
ど
う
し
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

花吹雪は狙いを決めて

か
わ
い
い
き
の
こ
い
っ
ぱ
い

　
　

月　

日
、
子
ど
も
き
の
こ
観
察
会
（
町
子
ど

１０

１５

も
居
場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会
、
町
公
民
館
主

催
）
が
鵜
の
池
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
の
矢
田
貝
繁

明
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
鵜
の
池
を
一
周
し
な
が

ら
、
道
端
の
き
の
こ
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

き
の
こ
は
鵜
の
池
管
理
棟
に
持
ち
帰
り
、
名
前

や
毒
性
の
有
無
を
図
鑑
で
調
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
採
れ
た
の
は
ア
ミ
タ
ケ
や
ウ
ラ
ベ
ニ
ホ

テ
イ
シ
メ
ジ
な
ど
約　

種
類
。
中
に
は
ド
ク
ベ

２０

ニ
タ
ケ
な
ど
の
有
毒
種
も
あ
り
ま
し
た
。

　

矢
田
貝
さ
ん
は
「
き
の
こ
を
採
っ
て
も
食
べ
ら

れ
る
も
の
だ
け
食
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
怪

し
い
き
の
こ
は
絶
対
食
べ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

どれが食べられるきのこかわかるかな？

日
野
郡
の
そ
ば
が
大
集
合

　

日
野
郡
の
特
産
品
の
そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、　

月　

日
、
第
２
回
日
野
郡
新

１０

２３

そ
ば
ま
つ
り
（
郡
そ
ば
研
究
会
主
催
）
が

日
南
町
役
場
前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
に
ち
な
ん
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
と
併
せ
て
開
か
れ
、
素
人
そ

ば
打
ち
大
会
や
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
郡
内
の
そ
ば
店
が
出
店
し
、
温

か
い
そ
ば
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
か
ら
は
「
軽
食
・
喫
茶
シ
ュ
ッ

ポ
ッ
ポ
」「
た
た
ら
や
」「
味
処
四
季
」
が

合
同
で
出
店
し
、
コ
シ
の
あ
る
風
味
豊

か
な
そ
ば
は
来
場
者
に
大
人
気
の
様
子

で
し
た
。

打ちたて・ゆでたてが人気の日野町のそば


